
社会医療法人如月会若草病院

1 病院勤務医の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画

ア）医師と医療関係職種、医療関係職種と事務職員等における役割分担

項目 具体的な取組み内容

初診時の予診の実施 初診時の予診は予約時から精神保健福祉士がおこないます。

静脈採血等の実施 検体取得に必要な静脈注射等は、看護師及び臨床検査技師がおこないます。

入院の説明の実施 看護師が入院説明をおこないます。精神保健福祉士、医事課職員も説明の一部を分担します。

検査手順の説明の実施 検体検査、生理検査に関する説明は看護師、臨床検査技師がおこないます。心理検査に関する説明は公認心理師がおこないます。

薬の説明や服薬指導の実施 各病棟の担当薬剤師が医師の同意を得ておこないます。

イ）医師の勤務体制等に係る取組み

項目 具体的な取組み内容

勤務計画上、連続当直をおこなわない勤務体制の実施 オンコールも含め、連続勤務とならないよう勤務表作成時点でチェックをおこなっています。

当直翌日の業務内容に対する配慮 当直翌日の外来担当を外し、午前中の業務をフリーにしています。

育児・介護休業法第23条第1項の規定による措置を活用し

た短時間正規雇用医師の活用

当該休業から復職する医師について、短時間正規雇用医師として勤務することを認めています。今後も機会ごとに説明及び周知をおこなって

いきます。

2026年度 医療従事者の負担軽減及び処遇の改善に資する計画

2 特定の個人に業務負担が集中しないように配慮した勤務体系の策定

外来担当枠、宿日直、オンコール待機等負担の大きな業務について、各医師の希望を踏まえた勤務体系を策定するとともに、非常勤医師の採用を図っています。



3 看護職員の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画

項目 具体的な取組み内容

時間外労働が発生しないような業務量の調整 病棟等の状況に応じて、他病棟または外来から応援を派遣する体制とします。

薬剤師 各病棟に薬剤師を配置。入院時の持参薬確認、配薬カートに薬をセット、病棟配置薬の管理、服薬指導等をおこなっています。

リハビリ職種 病棟からの患者移送業務の軽減をおこなっています。

臨床検査技師 検体採取のための採血、移動困難な患者の病棟での生理検査をおこなっています。

精神保健福祉士 入院時の説明、各入院形態における入退院届の管理をおこなっています。

事務職員 デイケア利用者の送迎業務、外来患者の診察室や処置室への誘導をおこなっています。

事務職員 医事課職員が、入院申込書の説明・案内、入院のご案内の説明、高額療養制度のオンライン確認をおこなっています。

看護補助者の配置 各病棟に看護補助者を配置し、配膳車の移動や環境整備等、看護師業務の補助をおこなっています。

短時間正規雇用の看護職員の活用 育児短時間制度の活用を実施しています。

オ 妊娠・子育て中、介護中の看護職員に対する配慮

保育園との連携 保育園利用を希望する職員へ法人で提携する保育園の紹介をおこなっています。

エ 短時間正規雇用の看護職員の活用

ア 業務量の調整

イ 看護職員と多職種の業務分担

ウ 看護補助者の配置



夜勤の減免制度 子育て世代、介護中の職員が希望する場合は夜勤の減免措置をおこなっています。

項目 具体的な取組み内容

半日・時間単位休暇制度 有給休暇の時間単位、半日単位での取得を認めています。

所定労働時間の短縮 希望がある場合は、所定労働時間を9時～16時に短縮できるよう配慮をおこなっています。

他部署への配置転換 希望がある場合は、残業や夜勤のない部署への配置転換をおこなっています。

月の夜勤回数の上限設定 月の夜勤回数の上限を9回に設定しています。

人員充足と雇用定着対策 ナースエイド（看護学生）の採用により、土日・夜間帯の負担軽減をおこなっています。

職場環境整備 職員更衣室の環境整備のチェックを定期的におこなっています。

奨学金制度の設立 卒業後の雇用につなげるための専門学校、大学進学への奨学制度を設立しています。

カ 夜勤負担の軽減

キ 人員充足と雇用定着対策


